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令和４年第１２回海老名市農業委員会定例総会 

 

 令和４年１２月２３日「令和４年第１２回海老名市農業委員会定例総会」を議員全員協

議会室に招集した。招集委員は１４名、応召委員は１４名で次のとおりである。 

 

1番 深澤 伸治    2番  宮䑓 功      3番 澤地 正典    4番 井上 勝     

5番 鈴木 守    6番 岩壁 正和   7番 三廻部 茂    8番 波多野 寛  

9番 市川 和美  10番 小松 佐一   11番 鈴木 徹     12番 橋本 保    

13番 青木 莊一  14番 牛村 律子 

 また、出席した農地利用最適化推進委員は６名で次のとおりである。 

 

15番 本多 洋   16番 大貫 信夫  17番 重田 政一  18番 西海 正義   

19番 西山 勝敏 

20番 鴨志田ひろし 

事務局の出席は次のとおりである。 

 事務局長 中山 康一、主幹兼係長 草薙 砂織、主任主事 槇田 晃 

 

会議事項は次のとおりである。  

 日程第１ 議案第57号 農地法第５条の規定による許可申請について 

 日程第２ 議案第58号 相続税の納税猶予に関する適格者証明について 

 日程第３ 議案第59号 引き続き農業を行っている旨の証明について 

日程第４ 議案第60号 農用地利用集積計画（案）について「貸し借り」 

 

審議事項は次のとおりである。  

 （１）農地造成工事施工届出書について 

（２）農地の一時使用について 

（３）農地法第３条の３第１項の規定による届出について 

（４）生産緑地の斡旋について 

（５）農地転用届出による専決処分について 
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会長が開会を宣言した。（開会の時間： 午後１時３０分） 

【議  長】 ただいまの出席委員は、１４名でございます。農地利用最適化推進委員６

名が出席していただいております。定足数に達しておりますので、会議は成

立いたしました。 

次に、農業委員会会議規則第１３条第２項により議事録署名委員を指名さ

せていただきますが、ご異議ございませんか。 

       （「異議なし」の声あり） 

【議  長】 ご異議なしということでございますので、12番委員、13番委員を指名させ

ていただきます。 

それでは、議案書３ページから５ページ、４．報告事項の（１）活動状況

について、（２）農地の異動状況について、（３）県許可の状況にいてを事務

局から説明をお願いいたします。 

【事務局長】  （先月の活動状況、農地の異動状況、県許可の状況を報告した） 

【議  長】 ただいまの報告につきまして、何かご質問等がありましたらお伺いいた

します。ございませんか。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようでしたら、報告事項ですので、この程度にさせていただきた

いと思います。 

 本日は、傍聴希望者がございます。傍聴につきましては、農業委員会会

議規則第１４条の委員会の会議は公開とすると規定されておりますので、

許可したいと思いますが、ご異議ございませんでしょうか。 

       （「異議なし」の声あり） 

【議  長】  異議なしということですので、傍聴を許可いたします。傍聴人を入室

させてください。 

 暫時休憩といたします。 

          （休 憩） 

【議  長】  それでは、再開いたします。 

 それでは、議案書６ページ、５．付議事項の日程第１、議案第５７号 

農地法第５条の規定による許可申請についてを議題といたします。 

 受付番号１２について、事務局から提案説明をお願いいたします。 
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【主任主事】  受付番号１２、申請地は、門沢橋■■■■■■■、登記簿地目、田、

■■■平米、議案書のとおりでございます。転用者は、勝瀬■■■■、株

式会社■■■■■■■■、代表取締役■■■■、譲渡人は、静岡県湖西市

新居町■■■■■■■■、■■■■、議案書のとおりでございます。転用

の目的は、駐車場、権利の種類は、所有権の設定です。現地の案内図等に

つきましては、別紙資料１－１から１－３をご覧ください。なお、資料に

つきましては、現地の案内図及び写真のほかに、公図、土地利用計画図を

お配りしております。 

【議  長】  地区委員の意見をお伺いいたします。13番委員。 

【13番委員】  当地区は、田んぼ２面に接しておりまして、この２面の問題として

は、要は排水路の関係がやはり考えられると思いまして、その辺につきま

して十分審査をさせていただきましたところ、特に問題なく排水も可能と

いうことを了解いたしましたもので、許可させていただきました。 

【議  長】  それでは、事務局から詳細説明をお願いいたします。 

【主任主事】  本件の株式会社■■■■■■■■は、現在の本社を海老名市内の自宅

に置いており、市内を中心に事業をしております。また、作業車は綾瀬市

早川に駐車場を借りておりますが、地主から再三立ち退きの要求をされて

おり、移転先を海老名市内で探しておりましたが、今回の申請地の所有者

が土地を処分したいという情報をお聞きになり、購入することになったこ

とから、本件申請に至りました。また、申請地は第２種農地であることは

承知しておりますが、市街化調整区域で、本申請地が適任の農地、海老名

市であること、広さが大きくないこと、無理せず購入できることであるこ

とから、当申請地の選定に至りました。 

 続いて、本申請地の農地の立地基準については第２種農地になります。

別紙資料１－１の中段に記載してありますとおり、こちらは農用地区域外

にあり、甲種農地、第３種農地の要件はなく、ＪＲ門沢橋駅からおおむね

５００メートル以内の区域にある農地であることから、第２種農地と判断

できます。 

 続きまして、別紙資料１－３、土地利用計画図をご覧ください。図は、

右が北を指しております。申請地の敷地内を全面砂利敷きとし、北側、東
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側、南側をコンクリートブロック３段積みで設置し、西側を出入口として

地先ブロックを埋設して、道路の境界をはっきり明示するようになってお

ります。雨水については、敷地内にて自然浸透とし、隣地に流出しないよ

うにする計画となっております。また、誓約書により、許可後の転用目的

どおり、使用の制約や隣地同意書による近隣農地所有者からの同意も得て

おります。 

 以上、まちづくり条例に基づく協議も終了していることから、転用が不

確実とされる要因は確認できず、周囲の農地への被害防除策も図られてい

ることから、転用やむなしと思われます。 

【議  長】  それでは、現地調査班の意見をお伺いいたします。９番委員。 

【９番委員】  昨日、現地を調査してまいりまして、現地は草刈りも済んでおりまし

て、大変良好な状態と思われましたので、問題ないと思われます。 

【議  長】  それでは、受付番号１２について、質疑のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、意見のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、受付番号１２について、採決をさせていただきま

す。 

 許可相当とすることに賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手全員であります。よって、許可相当といたします。 

 続きまして、受付番号１３について、事務局から提案説明をお願いいた

します。 

【主任主事】  受付番号１３、申請地は、中河内字■■■■■■■、登記簿地目、

畑、■■■平米、議案書のとおりでございます。転用者は、社家■■■■

■■■■、有限会社■■■■■■■■、取締役■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■、譲渡人は、厚木市及川■■■■■■■■、■■■■、

議案書のとおりでございます。転用の目的は、車両置場、権利の種類は、

所有権の設定です。現地の案内図等につきましては、資料２－１から２－

５をご覧ください。なお、資料については、現地の案内図及び写真のほか



 5

に、公図、計画平面図、求積表、流量計算書をお配りしております。 

【議  長】  地区委員の意見をお伺いいたします。17番委員。 

【17番委員】  この７１８番地ですけれども、これは■■■■■に隣接しておりまし

て、■■■■■は宅地になっているんです。それで、■■■が農地とし

て、その周りを用水というか、排水になっていて、排水も結構広いので、

１メートル以上広い排水がこの周りを流れています。北側の■■■■さん

というのは前回の農業委員で、■■■の畑が■■さんの畑なんです。それ

で、■■■というのは、行き場所がない、道がないということで、囲まれ

た農地ということで、その他の第２種農地として考えられると思います。

それで、これは判断できると思いますので、よろしくお願いします。 

【議  長】  それでは、事務局から詳細説明をお願いいたします。 

【主任主事】  本件の有限会社■■■■■■■■が経営する自動車販売業駐車場スペ

ースが手狭となり、申請地を駐車場として利用するため、本件申請に至り

ました。また、申請地を選定した理由としては、現在の会社から近く、利

用の便がいいこと、ほかに適地がないことであり、現在営業している取扱

い車両は不動車が大半で、日本国内での需要が少ない、価値が低い車両が

ほとんどであり、今回選定した土地では、新車も含め、日本国内の需要の

ある実動車両を駐車する計画であると伺っております。 

 続いて、本件申請地の農地の立地基準については、その他２種農地にな

ります。別紙資料２－１の中段に記載してありますとおり、こちらは農用

地区域外で、■■■番は北側、東側を宅地に、南側は水路高低差があり、

農機材が通行できず、分断されており、西側のみ農地と接しております。

接する西側、■■■番、■■■番の北側は宅地で、西側も水路高低差によ

り分断、１０ヘクタールの連たんは見られず、第３種、第２種、第１種農

地の要件に該当しないため、その他２種農地と判断できます。 

 続きまして、別紙資料２－３の土地利用計画図をご覧ください。図は、

上が北を指しております。申請地の敷地内を砂利敷き転圧し、東側を既存

宅地の一部を分筆して出入口として設置し、西側農地及び南側導水路との

境界にコンクリートブロック２段積みを設置して、土砂等の流出を防止す

ることになっております。雨水については、敷地内に雨水浸透ますを設置
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し、隣地に流出しないようにする計画となっております。また、誓約書に

より、許可後の転用目的どおり、使用の制約や隣地同意書による近隣農地

所有者からの同意も得ております。 

 以上、市のまちづくり条例に基づく協議も終了していることから、転用

が不確実とされる要因は確認できず、周囲の土地への被害防除策も図られ

ていることから、転用やむなしと思われます。 

【議  長】  それでは、現地調査班の意見をお伺いいたします。９番委員。 

【９番委員】  昨日、現地に行ってまいりまして、状態もとても良好で、近隣の農地

にも影響ないと思われましたので、大丈夫かと思われます。 

【議  長】  それでは、受付番号１３について、質疑のある方。 

【20番委員】  前の道路は通学道路ですか。 

【主任主事】  そうですね。 

【20番委員】  周りにフェンスみたいなのはつくんですか。 

【主任主事】  フェンスは特につかないですね。 

【20番委員】  じゃ、見通しは別に問題ない。 

【事務局長】  今のご質問の中で、今年の夏のパトロールの際、地区委員から、通学

路で見通しが悪いので、木を切ったりとかするように申し入れてくれとい

う話があり、その旨を所有者に通知を送付しております。そのときは、資

料２－１の下にある写真のとおりで、このときはというよりも、１０日か

２週間ぐらい前まではこういう状態でした。転用の書類についていろいろ

審査したり、議案書の準備をする中で、農地の状態に戻すよう申し入れし

ていましたが、突然やり始めて、今何もない状況になっています。かきま

ぜた状態になっています。これは■■■も、それから、東側の■■■■■

もそういう状態になっております。 

【議  長】  よろしいでしょうか。 

【20番委員】  はい。 

【議  長】  ほかに。 

【６番委員】  今の説明を聞いた中で、資料２－１の写真２枚ありますよね。これは

いつ撮影されたのか、そういうのが載っていると説明と合うような形にな

ると思うので。昨日調査されたときはもうきれいになっていたと思うんで
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すよね。私たちの委員の手元に来たときは、これはハウスですよね、それ

が残っていて、良好な管理かどうかとちょっと思いましたので。撮影日等

が入っているといいんじゃないかと思いました。 

【事務局長】  撮影日等については対応していきたいと思います。議案書をつくる直

前にやっていますので、先週の金曜日に届けていますので、先週の半ばぐ

らいの撮影というふうに理解していただければと思います。先ほどご説明

したとおり、急施の対応で全部きれいにしちゃったということだと思いま

す。 

 それと、大事な話なので、私のほうから補足して説明させていただきま

すと、申請地、■■■の西方に■■■という細い農地が実はあります。資

料２－２を見ていただきたいのですけれども。先ほど17番委員のほうか

ら、■■■は■■さんの農地ですよということでご説明があったんです

が、この■■■は■■■■さんという方、資料２－１で言うと、有馬小学

校入口の信号があって、■■■■■■■と書いてある、ここの家の方が耕

作に通われているんですけれども、今まで■■■■■とか■を通って耕作

に行ったら心配だなということで、私のほうで確認しにいったのですけれ

ども、南側の水路敷きを歩いて行っているんだということでございますの

で、ここは転用されちゃっても■■さんが通えなくなるとか、そういう心

配はないということでご了解をいただければと思います。 

【議  長】  ほかに。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、意見のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、受付番号１３について、採決をさせていただきま

す。 

 許可することに賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手全員であります。よって、許可といたします。 

 続きまして、受付番号１４について、事務局から提案説明をお願いいた

します。 
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【主任主事】  受付番号１４、申請地は、門沢橋■■■■■■、登記簿地目、田、■

■■平米、ほか■筆、議案書のとおりでございます。転用者は、杉久保南

■■■■■■■■■、株式会社■■■■■■、代表取締役■■■、譲渡人

は、本郷■■■■■■■、■■■■、ほか■名、議案書のとおりです。転

用の目的は、駐車場及び資材置場、権利の種類は、所有権の設定です。現

地の案内図等につきましては、別紙資料３－１から３－５をご覧くださ

い。なお、資料については、現地の案内図及び写真のほかに、公図、土地

利用計画図、断面図、排水計画図、平面図をお配りしております。 

【議  長】  地区委員の意見をお伺いいたします。13番委員。 

【13番委員】  当申請地は、資料３－２を見ていただくと分かるんですが、■■■の

■■■■の田んぼに■■■■■■■及び■■■■、■■■■、■■■■

と、この４面の田んぼの方の排水路を、■■■■の田んぼの中を通って排

水しておりました。ここが埋められますと、今まで排水をする経路、特に

■■■■、■■、■■等の３面の田んぼが全て排水の出先がなくなってし

まうということで、■■■■の方の所有者と面談をいたしまして、特に強

い排水路の要望がありまして、その排水路も地下に埋設されたパイプ等の

排水路ではなく、表に出たＵ字溝を使った排水路を申請がありました。こ

の点を申請者のほうに話しまして、その申請どおりに外部露出というんで

すか、表に出たＵ字溝の排水路をやるということを了解が取れましたもの

で、私のほうでは、それならば了解ということで許可させていただきまし

た。 

【議  長】  それでは、事務局から詳細説明をお願いいたします。 

【主任主事】  本件の株式会社■■■■■■は、中古機械買取り及び輸出業を行って

おります。海老名市及び神奈川県を中心に関東全域で業務の受注件数が増

加し、本郷にある現在の置場では大変手狭なため、業務の効率化の観点か

らも、同じ海老名市内にて駐車場及び資材置場用地の確保が必須業務とな

っているとのことです。今後も車両の増加を計画していることもあり、早

急に土地を選定していたところ、要件に最も適した本申請地が見つかり、

本件の申請に至りました。また、当申請地のほかも検討しましたが、現在

の置場との距離感の問題や、前面道路幅員が細かったりと、条件面で合致
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するものがなく、本件申請地のみ該当し、地形や面積、位置関係も最適

で、申請地は現在の置場からも大変近く、置場としての利便性にとても優

れていることから、当申請地の選定に至りました。 

 続いて、本件申請地の立地基準については第２種農地になります。別紙

資料３－１の中段に記載してありますとおり、こちらは農用地区域外にあ

り、甲種農地、第３種農地の要件はなく、ＪＲ門沢橋駅からおおむね５０

０メートル以内の区域にある農地であることから、第２種農地と判断でき

ます。 

 続きまして、別紙資料３－３の土地利用計画図をご覧ください。図は、

左が北を指しております。申請地の敷地内を全面砕石敷き舗装の上、転圧

し、北側、東側をＨ鋼ＣＯＮ板土留、西側は万能鋼板土留を設置して、土

砂等の流出防止することになっております。また、雨水については敷地内

浸透処理とし、隣地に流出しないようにする計画となっております。ま

た、誓約書により、許可後の転用目的どおり、使用の制約や隣地同意書に

よる近隣農地所有者からの同意も得ております。 

 以上、まちづくり条例に基づく協議も終了していることから、転用が不

確実とされる要因は確認できず、周囲の土地への被害防除策も図られてい

ることから、転用やむなしと思われます。 

【議  長】  それでは、現地調査班の意見をお伺いいたします。９番委員。 

【９番委員】  昨日、現地を調査してまいりまして、土地の状態は良好でした。近隣

の排水の問題も解決しているということでしたし、たまたまお隣の住まわ

れている方が出てこられて、何かおっしゃるのかなと思いましたけれど

も、特にそういうのもなく、近隣の状態も良好かと思われましたので、問

題ないと思われました。 

【議  長】  それでは、受付番号１４について、質疑のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、意見のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、受付番号１４について、採決をさせていただきま

す。 
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 許可相当とすることに賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手全員であります。よって、許可相当とさせていただきます。 

 次に、議案書７ページ、日程第２、議案第５８号 相続税の納税猶予に

関する適格者証明についてを議題といたします。 

 受付番号９について、事務局から提案説明をお願いいたします。 

【主任主事】  この証明は、相続税の納税猶予の特例の適用を受けようとするとき

に、税務署へ提出する書類の１つになります。相続人の要件といたしまし

ては、相続税の申告期限までに相続か遺贈により取得した農地等で農業経

営を開始し、その後も農業を継続すると認められる個人であることで、被

相続人の要件は、死亡の日まで農業を営んでいた個人であるとされており

ます。 

 受付番号９、被相続人は、国分南■■■■■■■■■、■■■■、相続

開始年月日は、令和４年２月２６日、申請人は、国分南■■■■■■■■

■、■■■■、特例農地等の明細ですが、国分南■■■■■■■■■、現

況地目、畑、登記簿地目、畑、市街化区域内、■■■平米のうち■■平

米、ほか■筆、合計、■■■平米です。これらの農地につきまして、１２

月９日に事務局で現地を確認しましたが、農地として適正に管理されてい

ることを確認しました。また、■■さんの世帯は、海老名市に■■■■■

平米の耕作地を所有しております。農家世帯の構成は、■■さんと孫の■

■さんが農家台帳に現在記載されております。所有する農機具につきまし

ては、耕運機が２台、トラクター１台、田植機１台、コンバイン１台、ト

ラック１台となっております。農地は適切に管理されており、今後、農業

を行う意思があることから、この案件につきましては問題ないと思われま

す。 

【議  長】  地区委員の意見をお伺いいたします。６番委員。 

【６番委員】  ■■■■さんにつきましては、私ども、国分生産組合で一緒に活動し

ている仲間という形です。そして、■■さんは、今、米作、４反ほど米づ

くりをやっていらして、あと、畑ではサツマイモとかジャガイモとか、露

地野菜をつくっているというような話を聞いております。 
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【議  長】  それでは、受付番号９について、質疑のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、意見のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、受付番号９について、採決をさせていただきま

す。 

 賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手全員であります。よって、そのように決しました。 

 続きまして、議案書８ページ、受付番号１０について、事務局から提案

説明をお願いいたします。 

【主任主事】  受付番号１０、被相続人は、今里■■■■■■■■■、■■■■、相

続開始年月日は、令和４年４月１８日、申請人は、今里■■■■■■■■

■、■■■■、特例農地等の明細ですが、今里■■■■■■、現況地目、

畑、登記簿地目、畑、農業振興地域内、■■■平米、ほか■筆、合計、■

■■■■平米です。これらの農地につきましても、１２月９日に事務局で

現地を確認しましたが、農地として適正に管理されていることを確認しま

した。また、■■さんの世帯は、海老名市に■■■■■■■平米の耕作地

を所有しております。農家世帯の構成は、■■さんと妻の■■■さんと長

女の■■さんが農家台帳に現在記載されております。所有する農機具につ

きましては、トラクターが１台、田植機１台、コンバイン１台、防除機２

台、トラック２台となっております。農地は適切に管理されており、今

後、農業を行う意思があることから、この案件につきましては問題ないと

思われます。 

【議  長】  それでは、地区委員の意見をお伺いいたします。19番委員。 

【19番委員】  ■■さんの■■■■■■■平米なんですけれども、約■万平米ほどは

田んぼです。この田んぼは現在も委託しております。残りが畑なのですけ

れども、娘さんのほうで畑に関しては、今後とも農業を続けていくという

ことで、納税猶予をかけるということで話を聞きました。ですので、問題

ございません。 
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【議  長】  それでは、受付番号１０について、質疑のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、意見のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、受付番号１０について、採決をさせていただきま

す。 

 賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手全員であります。よって、そのように決しました。 

 次に、議案書９ページ、日程第３、議案第５９号 引き続き農業を行っ

ている旨の証明についてを議題といたします。 

 受付番号２２について、事務局から提案説明をお願いいたします。 

【主任主事】  この証明は、農地の相続税納税猶予制度を受ける方が、３年ごとに引

き続きこの特例を受けたい旨の継続届出書を税務署へ提出する際に必要な

ものでございます。過去３年間において相続税の納税猶予を受けている農

地を農地として管理してきたかどうかを農業委員会が証明するものでござ

います。 

 受付番号２２、被相続人は、大谷北■■■■■■■■、■■■■、相続

人は、大谷北■■■■■■■■、■■■■■、引き続き農業を行っている

期間は、令和元年１１月２７日から令和４年１２月２３日までです。特例

農地等の明細ですが、大谷北■■■■■■■■■、現況地目、畑、登記簿

地目、畑、生産緑地、■■■■■平米、ほか■筆、合計、■■■■■平

米、議案書のとおりでございます。事務局で１２月９日に現地調査をした

ところ、農地として適正に管理されていましたので、特に問題はないと思

われます。 

【議  長】  それでは、受付番号２２について、質疑のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、意見のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  質疑、意見もないようでございますので、受付番号２２について、採
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決をさせていただきます。 

 賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手全員であります。よって、承認といたします。 

 次に、議案書１０ページから３０ページ、日程第４、議案第６０号 農

用地利用集積計画（案）について「貸し借り」を議題といたします。 

 お諮りいたします。今回審議する計画案は全部で７６です。審議の円滑

な進行のため、まず議案書２６ページ、受付番号１２２は借り手が新規就

農者ですので、最初にその審議を行いたいと思います。続きまして、１１

ページの受付番号６７、２４ページの１１５については、３番委員が議事

参与の制限を受けるので、一旦ご退席していただいた上、一括で審議を採

決したいと思います。３番委員は復帰後、新規計画案である１５ページの

受付番号８０、１７ページの８６、２０から２１ページの９８、９９、１

００、２８ページの１２９について、貸し借りが認定農業者で信頼が高い

ことから、今回に限り一括で審議と採決を行いたいと思います。続きまし

て、残った新規計画案の２７ページの受付番号１２４と１２６、３０ペー

ジの１３５と１３６については一括で審議し、採決のみ借り手ごとにまと

めて行いたいと思います。その他は全て継続計画案ですので、一括の審議

と採決を行いたいと思いますが、以上の進め方についてお諮りをしたいの

ですが、ご異議ございませんでしょうか。 

       （「異議なし」の声あり） 

【議  長】  異議なしと認めます。よって、そのように進めさせていただきます。 

 議案書２６ページ、受付番号１２２ですが、借り手の■■■■さんは新

規就農者で、本日ご本人をお呼びしております。審議に入る前に■■さん

から営農計画のプレゼンテーションをしていただき、皆様から質疑等あれ

ばお答えをお願いしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 暫時休憩といたします。 

          （休 憩） 

【議  長】  それでは、再開いたします。 

 事務局から■■さんの紹介を含め、説明をお願いいたします。 



 14

【事務局長】  賃借権の設定により海老名市内で就農を計画しております、中央■■

■にお住まいの■■■■さんでございます。お手元に■■さんの営農計画

書を、本日ですけれども、お配りしております。これからご本人から自己

紹介と営農計画の説明を行いますので、後ほどのご審議の参考にしていた

だきたいと存じます。 

【議  長】  それでは、■■さん、簡潔にご説明をお願いいたします。 

【■■■■】  はじめまして。このたび海老名市のほうで新規就農をさせていただく

■■と申します。よろしくお願いいたします。 

 私ですが、大学は日本大学生物資源科学部で、藤沢の大学になります、

そちらのほうで農業の勉強をしまして、千葉県庁に平成２７年（２０１５

年）に入庁しました。そちらでイチゴやレタスなどの野菜の担当を務めま

して、異動はあったんですけれども、５年半、普及員として活動させてい

ただきました。千葉県庁に務めた後、転職しまして、埼玉県内にあるイチ

ゴをつくっている法人、そこで１年間正社員として働きました。働き終わ

って、ここで海老名市のほうで就農させていただければと思っておりま

す。 

 青年等就農計画のほうなのですけれども、新たに経営を開始するのが施

設でのイチゴ栽培ということで、主に始めたての最初のほうは、イチゴの

直売をメインとして行っていければと思っております。行く行くは観光イ

チゴ園、イチゴの摘み取り園を開業できればなと思っております。 

 今回、イチゴのハウスなんですけれども、土地をお借りすることができ

まして、そこの建っているガラスハウスを修繕してイチゴを始めるという

ことで、初期投資もかなり少なくなっておりまして、最初始める面積も１

０アール程度しかないんですが、今後規模拡大を踏まえていきたいなと思

っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

【議  長】  ■■さんからの説明が終わりました。 

 皆様からご質問等ございましたら、遠慮なくしていただきたいと思いま

す。どなたか。 

【19番委員】  なぜ神奈川県海老名市でイチゴをやろうとしていたのかという、その

理由は何なんでしょうか。 
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【■■■■】  なぜ海老名市でかというのは、いろいろと実際、就農場所を探させて

もらったんですけれども、イチゴの直売だったり、観光農園をするに当た

って、人が買いに来てくれるところというのが一番大事であると思いまし

て、埼玉県内だったり、神奈川県内、ほかにもいろいろ当たったんですけ

れども、あとはやはりイチゴというものは初期投資も結構かかるので、そ

ういった面で中古のハウスがあったりとかという条件も合致したのがちょ

うど海老名市さんで、さらに海老名市さんのほうでは新規就農にとても力

を入れていただいて、かなり担当の方からもよくしていただいておりまし

て、それで、こちらで就農できればなと思い、就農希望ということでさせ

ていただきました。 

 また、実は私、生まれが海老名でして、育ちはちょっと違うんですけれ

ども、綾瀬で育って、また神奈川県内転々としたのですけれども、そうい

った縁もあって、海老名市でできればなと思い、今回、希望させていただ

きました。 

【議  長】  ほかにございますでしょうか。 

【14番委員】  イチゴというのは土耕でなさるんですか、ロックウールでなさるんで

すか。 

【■■■■】  イチゴなのですけれども、高設栽培のベンチの中に入れるのは、土で

はなくてヤシガラみたいな培地でやる予定なんです。 

【11番委員】  具体的には場所がちょっと分からないんですけれども、地域の組合と

か何かには加入されているんですか。 

【■■■■】  地域の組合とかには加入しておらず、いちご組合さん、あるとは思う

んですけれども、新規就農ということもあり、地域の組合の共選出荷です

かね、そういったものと一緒にやっていくというのは多分新規就農だと結

構ハードルが高いので、直売と、あとは観光農園をやりたいということも

ありますので、そちら主体でやっていければなと思っております。 

【11番委員】  具体的にどこの場所ですか。 

【■■■■】  中河内。 

【11番委員】  のどの辺になりますか。 

【■■■■】  オアシス病院というのが県道沿いにあると思うんですけれども。 
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【３番委員】  宮澤病院。 

【■■■■】  それの南側のハウスなんです。 

【11番委員】  じゃ、すぐ組合じゃん。 

【議  長】  ほかにございますでしょうか。 

【３番委員】  正直言って、組合に入っていただければありがたいけれども、多分観

光農園をやるというのは、今のイチゴ組織の中で市場中心となっています

から、観光農園、直売というのは公にというわけでもないので、やはり個

人的に経営していただくのが■■さんにとっても一番いい方法かなと思い

ます。正直言ってね。でも、高設でやって、資金も相当かかると思うの

で、それはどうペイするかというのは、計画どおりにいくかどうかという

のは結構厳しいかなと思いますけれども。 

【議  長】  今、高設だと■■■坪当たりどのぐらいかかるのか。 

【■■■■】  設備だけで言うと約■■■■■万円ぐらいですね。 

【３番委員】  自分でやれば■■■■■■■円ぐらい。 

【議  長】  ほかにございますでしょうか。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  それでは、質疑が出尽くしたようですので、ここら辺で■■さんには

退席をしていただきます。ありがとうございました。 

 暫時休憩といたします。 

          （休 憩） 

【議  長】  それでは、再開いたします。 

 受付番号１２２について、事務局から提案説明をお願いいたします。 

【主幹兼係長】  受付番号１２２、借り手は、中央■■■■■■■■■■■■■、■

■■■、貸し手は、中河内■■■■■■、■■■■■、貸し借りをする農

地は、中河内字■■■■■■■■、現況地目、畑、■■■■■平米、ほか

■筆、貸し借りの種類は、賃借権の設定、利用目的は、施設園芸、貸し借

りの期間は、令和５年１月１日から令和９年１２月３１日までの５年間で

す。これら、農業振興地域内、２件の新規の計画となります。この案件に

つきまして、１２月１６日に事務局で現地確認をいたしましたが、現地は

農地として適正に管理されておりました。借り手は新規就農者ではありま
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すが、農家との農用地集積計画の法定要件が定められている農業経営基盤

強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしており、特に問題ないと思わ

れます。 

【議  長】  それでは、受付番号１２２について、質疑のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、意見のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  質疑、意見もないようでございますので、受付番号１２２について、

採決をさせていただきます。 

 賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手全員であります。よって、承認とさせていただきます。 

 続きまして、１１ページの受付番号６７、２４ページの１１５について

は、３番委員が借り手として議事参与の制限に該当しますので、審議終了

まで退席をお願いいたします。 

 暫時休憩といたします。 

          （休 憩） 

          （３番委員 退席） 

【議  長】  それでは、再開いたします。 

 受付番号６７と１１５について、事務局から一括して説明をお願いいた

します。 

【主幹兼係長】  受付番号６７、借り手は、中河内■■■■■■、■■■■、貸し手

は、本郷■■■■■■■■、■■■■、貸し借りをする農地は、本郷字■

■■■■■■■、現況地目、田、■■■■■平米です。貸し借りの種類

は、賃借権の設定、利用目的は、水田、貸し借りの期間は、令和５年１月

１日から令和７年１２月３１日までの３年間です。こちら、農用地区域

内、１件の継続の計画となります。 

 引き続きまして、受付番号１１５、借り手は、同じく■■■■、貸し手

は、杉久保南■■■■■■■■、■■■■、貸し借りをする農地は、中河

内字■■■■■■■、現況地目、田、■■■平米です。貸し借りの種類
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は、使用貸借権の設定、利用目的は、水田、貸し借りの期間は、令和５年

１月１日から令和７年１２月３１日までの３年間です。こちら、農用地区

域内、１件の新規の計画となります。この案件につきましても、１２月１

６日に事務局で現地確認をいたしましたが、現地は農地として適正に管理

されておりました。また、借り手は認定農業者で、農家との農用地集積計

画の法定要件が定められている農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の

各要件を満たしており、特に問題ないと思われます。 

【議  長】  受付番号６７と１１５について、質疑のある方は一括してお願いいた

します。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、一括して意見をお願いいたします。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、受付番号６７と１１５について、採決をさせてい

ただきます。 

 賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手全員であります。よって、そのように決しました。 

 暫時休憩といたします。 

          （休 憩） 

         （３番委員 借堰） 

【議  長】  それでは、再開いたします。 

 続きまして、新規の計画案である議案書１５ページの受付番号８０、１

７ページの８６、２０ページから２１ページの９８、９９、１００、２８

ページの１２９の６案について、事務局から一括して説明をお願いいたし

ます。 

【主幹兼係長】  受付番号８０、借り手は、大谷南■■■■■■■■、■■■■、貸

し手は、座間市新田宿■■■■■、■■■、貸し借りをする農地は、上今

泉字■■■■■■■、現況地目、田、■■■平米です。貸し借りの種類

は、使用貸借権の設定、利用目的は、水田、貸し借りの期間は、令和５年

１月１日から令和７年１２月３１日までの３年間です。こちら、農業振興
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地域内、１件の新規の計画となります。 

 引き続きまして、受付番号８６、借り手は、同じく■■■■、貸し手

は、上今泉■■■■■■■■、■■■■、■■■■、貸し借りをする農地

は、上今泉■■■■■■■■、現況地目、田、■■■平米、ほか■筆で

す。貸し借りの種類は、使用貸借権の設定、利用目的は、水田、貸し借り

の期間は、令和５年１月１日から令和７年１２月３１日までの３年間で

す。こちら、農業振興地域内の３件の新規の計画となります。この案件に

つきましても、１２月１６日に事務局で現地確認をいたしましたが、現地

は農地として適正に管理されておりました。また、借り手は認定農業者

で、農家との農用地集積計画の法定要件が定められている農業経営基盤強

化促進法第１８条第３項の各要件を満たしており、特に問題ないと思われ

ます。 

 引き続きまして、受付番号９８、借り手は、中河内■■■■■■、■■

■■、貸し手は、門沢橋■■■■■■■■、■■■■、貸し借りをする農

地は、社家字■■■■■■、現況地目、田、■■■平米です。貸し借りの

種類は、使用貸借権の設定、利用目的は、水田、貸し借りの期間は、令和

５年１月１日から令和７年１２月３１日までの３年間です。こちら、農業

振興地域内、１件の新規の計画となります。 

 受付番号９９、借り手は、同じく■■■■、貸し手は、門沢橋■■■■

■■■■、■■■■、■■、貸し借りをする農地は、門沢橋■■■■■■

■■、現況地目、田、■■■平米です。貸し借りの種類は、使用貸借権の

設定、利用目的は、水田、貸し借りの期間は、令和５年１月１日から令和

７年１２月３１日までの３年間です。こちら、農業振興地域外、１件の新

規の計画となります。 

 続きまして、受付番号１００、借り手は、同じく■■■■、貸し手は、

門沢橋■■■■■■■■、■■■■、■■■■、貸し借りをする農地は、

今里字■■■■■■、現況地目、田、■■■平米です。貸し借りの種類

は、使用貸借権の設定、利用目的は、水田、貸し借りの期間は、令和５年

１月１日から令和７年１２月３１日までの３年間です。こちら、農業振興

地域内、３件の新規の計画となります。この案件につきましても、１２月
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１６日に事務局で現地確認をいたしましたが、現地は農地として適正に管

理されておりました。また、借り手は認定農業者で、農家との農用地集積

計画の法定要件が定められている農業経営基盤強化促進法第１８条第３項

の各要件を満たしており、特に問題ないと思われます。 

 引き続きまして、受付番号１２９、借り手は、同じく■■■■、貸し手

は、杉久保北■■■■■■■■、■■■■、貸し借りをする農地は、上河

内字■■■■■■、現況地目、田、■■■平米です。貸し借りの種類は、

賃借権の設定、利用目的は、水田、貸し借りの期間は、令和５年１月１日

から令和７年１２月３１日までの３年間です。こちら、農業振興地域内、

１件の新規の計画となります。この案件につきましても、１２月１６日に

事務局で現地確認をいたしましたが、現地は農地として適正に管理されて

おりました。先ほども申し上げたとおり、借り手は認定農業者で、各法定

要件を満たしており、特に問題ないと思われます。 

 以上、受付番号８０、８６、９８、９９、１００、１２９、６件につい

て一括で説明いたしました。 

【議  長】  質疑のある方は一括してお願いいたします。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、一括して意見のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、６案について、一括して採決をさせていただきま

す。 

 賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手全員であります。よって、そのように決しました。 

 続きまして、新規の計画案である議案書２７ページの受付番号１２４と

１２６、３０ページの１３５と１３６について、事務局から一括して説明

をお願いいたします。 

【主幹兼係長】  引き続きまして、受付番号１２６、借り手は、社家■■■■■■■

■■、■■■■、貸し手は、社家■■■■■■■■■、■■■、貸し借り

をする農地は、社家字■■■■■■■、現況地目、田、■■■平米、ほか
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■筆、貸し借りの種類は、賃借権の設定、利用目的は、水田、貸し借りの

期間は、令和５年１月１日から令和９年１２月３１日までの５年間です。

こちら、農業振興地域内、４件の新規の計画となります。 

 続きまして、受付番号１３５、借り手は、中野■■■■■■■■、■■

■■、貸し手は、杉久保北■■■■■■■■■■■、■■■■、貸し借り

をする農地は、本郷字■■■■■■■■■、現況地目、畑、■■■平米で

す。貸し借りの種類は、賃借権の設定、利用目的は、普通畑、貸し借りの

期間は、令和５年１月１日から令和７年１２月３１日までの３年間です。

こちら、農業振興地域内、１件の新規の計画となります。 

 引き続きまして、受付番号１３６、借り手は、同じく■■■■、貸し手

は、本郷■■■■■■■■、■■■、貸し借りをする農地は、本郷字■■

■■■■■■■、現況地目、畑、■■■平米です。貸し借りの種類は、賃

借権の設定、利用目的は、普通畑、貸し借りの期間は、令和５年１月１日

から令和７年１２月３１日までの３年間です。こちら、農業振興地域内、

１件の新規の計画となります。この案件につきましても、１２月１６日に

事務局で現地確認をいたしましたが、現地は農地として適正に管理されて

おりました。また、借り手は農家で、農家との農地利用集積計画の法定要

件が定められている農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満

たしており、特に問題ないと思われます。 

【議  長】  質疑のある方は一括してお願いします。 

【20番委員】  賃貸内容のところで、書いてあるところと書いていないところがなぜ

あるのか分からないのと、あと、何かもめたときに農業委員会で何か関与

するのかどうか、その点２点をちょっと確認いたします。 

【主幹兼係長】  賃貸内容を書いていないところというのは。 

【20番委員】  値段とかないところとあるところがあるけど、それはどういう理由で

すか。ほかのところもそうですけど。 

【主幹兼係長】  一応金額だとか、あと現物で米何キロとかというところは書いてあ

りまして、棒線が引っ張ってあるようなところについては、賃貸借ではな

く使用貸借、お金を払わないで借りるだけというところの意味でございま

す。 
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 やめたりとかというところなんですけれども、その場合には、貸してい

る方と借りている方の間で、どちらがやめたいということか分からない場

合があるんですけれども、まずお話ししていただいて、農地利用集積計画

の場合には、解約の申出書がありまして、それをもって双方で解約という

ことになります。なので、設定した期間よりも前の解約の場合には、その

ようにして解約の申出書を出してもらって解約ということになります。 

【事務局長】  補足をさせていただきますと、農地法３条の貸し借りだと、半年前ま

でに合意解約しないと法定更新とかあるんですけれども、これは法定更新

はないので、やめたいときに当事者が合意すればそこでやめられるという

ような形になります。 

【２番委員】  受付番号１３５と１３６番の借り手の農地面積が■■■■■平米とい

うことで、今回借りられることによって■■■■■幾つかになるかと思い

ますが、どういった農業者なんでしょうか。まだ実際に農地を耕作してい

る面積は■■■■■ということですよね。それで借りてまでできる能力が

ある方なんですかね。その辺のところの状況をお聞かせ願いたいと思いま

す。 

【主幹兼係長】  こちらの方は、覚えていらっしゃる方もいるかもしれませんが、新

規就農者の方でございまして、ここで農地を借りて、だんだん増やしてい

っているところでございます。 

【事務局長】  前にプレゼンした方でございます。 

【主幹兼係長】  そのような方なので、今回、２筆ということになっておりますけれ

ども、徐々に農業経営を就農を広げていこうとされている方でございま

す。 

【６番委員】  同じ３０ページの１３５と１３６なんですけれども、１３５の賃料が

年■■■■■円で、その下のほうが賃料が■■■■■円で、面積も大体同

じ面積で、隣り合っている畑ぐらいじゃないかなと思われたんですけれど

も、■■さんと■■さんで■■■■■円の違いがあるので、隣同士でトラ

ブルか何かが発生しないのかなとちょっと思うんですが、どうなんでしょ

うね。 

【主幹兼係長】  地番もとなり合わせていますし、このように並べて出てくると確か
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に金額が違うというところはあるんですけれども、そこは当事者間でお話

をいただく中で、幾らでいいよとか、そういうことでお話合いをされてい

るので、面積的には同じぐらいなのですけれども、この畑の状態について

は分からないです。例えばよくあるのは、高低差があるとか、水が抜けな

いとか、そういうのがあるとちょっと安くなったり、今までずっとよく取

れていたところなんだと言うと高くなったりみたいな話は聞いたりするこ

ともございますが、こちらはご本人たちの間でお決めになったというとこ

ろでございます。 

【議  長】  ほかにございますでしょうか。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、一括して、ほかに意見のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、受付番号１２４についての採決をさせていただき

ます。 

 賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手全員であります。よって、そのように決しました。 

 続きまして、受付番号１２６についての採決をさせていただきます。 

 賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手全員であります。よって、そのように決しました。 

 続きまして、受付番号１３５と１３６ですが、借り手が同じですので、

一括して採決をさせていただきます。 

 賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手全員であります。よって、そのように決しました。 

 続きまして、継続の計画案である６３案について、事務局から一括して

説明をお願いいたします。 

【主幹兼係長】  それでは、受付番号６１から６６、受付番号６８から７９、受付番

号８１から８５、受付番号８７から９７、受付番号１０１から１１４、受
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付番号１１６から１２１、受付番号１２３、１２５、受付番号１２７、１

２８、受付番号１３０から１３４の６３件につきまして、一括して提案説

明をいたします。 

 受付番号６１をご覧ください。１０ページです。受付番号６１、借り手

は、大谷北■■■■■■■■、■■■■、貸し手は、大谷北■■■■■■

■■、■■■■、以下、継続の計画ですので、説明は議案書のとおりとさ

せていただきます。また、借り手はいずれも農家、または認定農業者で、

農家との農用地集積計画の法定要件が定められている農業経営基盤強化促

進法第１８条第３項の各要件を満たしており、特に問題ないと思われま

す。 

 そのほかの６２件、いずれも継続の計画ですので、詳細説明は議案書の

とおりとさせていただきます。 

【議  長】  質疑のある方は一括してお願いいたします。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、意見のある方、一括でお願いいたします。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、継続の計画案である６３案について、一括して採

決をさせていただきます。 

 賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手全員であります。よって、そのように決しました。 

 次に、議案書３１ページ、６．そのほか、法に基づく許認可等の審議に

よらない案件の（１）農地造成工事施工届出書についてを案件といたしま

す。 

 受付番号３について、事務局から説明をお願いいたします。 

【主幹兼係長】  農地造成は、農地の切土、盛土によって農地等の形質を変更するこ

とを言いますが、海老名市では軽易な農地造成を行う場合には、海老名市

農地造成工事指導要綱に規定する届出を出していただくこととしていま

す。具体的には、1,000平米以下で高さ１メートル以下の盛土、切土であ

って、耕作の中断期間が３か月以下のものについてがこの手続の対象で
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す。 

 受付番号３、申請地は、中河内字■■■■■■■■、現況地目、田、登

記簿地目、田、■■■平米、農用地区域外の田です。土地所有者は、杉久

保南■■■■■■■■、■■■■、施工業者は、綾瀬市蓼川■■■■■■

■■、■■土木、代表■■■■、申請地を畑として利用するための田から

畑への盛土の届出です。盛土は綾瀬市吉岡の圃場の土を使います。申請地

の地図は資料４－１、４－２には計画図をお配りしております。資料４－

２を御覧ください。Ａ４サイズを横にしてご覧いただきまして、上が北、

下が南でございます。北側の道路から出入り及び土の搬入を行います。図

ＡＡ’断面図が東西、ＢＢ’断面が南北です。隣接地からそれぞれ５０セ

ンチセットバックし、盛土とした土と合わせて表土とするそうです。最終

的な高さは５０センチ以下とし、四方は３０度の法面にて処理します。隣

地の同意も得ており、特に問題ないと思われます。 

【議  長】  それでは、地区委員の意見をお伺いいたします。17番委員。 

【17番委員】  今月上旬に■■さんが施工業者と一緒に来られまして、地図の右側の

永池川の隣の田んぼです。■■■■番と■■■■、■■■■は、同じ■■

さんの田んぼで、面積が広いということで、一遍には許可が出ないので、

埋めれないということで、取りあえず今回は■■■■を埋めるということ

で、そして、■■■■の下側の田んぼは３番委員の田んぼで、許可は得て

いるそうです。そして、用水路と用排水路の傾斜をつけて５０センチ空け

るということで説明がありました。以上、問題はないと思います。 

【議  長】  それでは、受付番号３について、質疑のある方。 

【19番委員】  農地造成の件なんですけれども、横に永池川が多分流れているんだと

思うんですが、永池川は一級河川じゃないですか。そうすると、河川管理

者の届けとか、そういったものは出す必要があるんでしょうか。 

【事務局長】  先ほど担当から説明があったとおり、事務手続が法定されていなく

て、小さい埋立めなので、要綱でやっています。要綱の中では特段、河川

管理者の同意を求めるとか、そこまで手続されておりませんし、法定され

ていない部分なので、仮にあらかじめ同意を求めたいといっても、向こう

のほうから特に法定されていないものをうちで善し悪しは言えないという
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話になるんじゃなかろうかと思われます。 

 以上です。 

【19番委員】  ありがとうございました。 

【２番委員】  資料４－１の現地の写真があるんですが、この写真は、上の■■さん

というお家がありますけれども、恐らくそっちのほうから撮った写真だと

思うんですね。というのは、左から撮ったとすれば、多分ここに水路があ

るはずなんですよ。この道路、舗装されていますから。 

【事務局長】  撮１と撮２のⅠがちょっと違っていますね。 

【２番委員】  そうです。写真がこっち側だと思います。 

【３番委員】  ３筆またいで埋めているよね。これ、２筆というか、分かれているん

だけど、これは東から南北に３つに大体田んぼが分かれているんです。こ

の埋める状況からいくと、私の田んぼがその南側にあるんですけれども、

南側から東西に埋めるという形をとってあるので、■■■■じゃなくて、

全部を埋めることになる。 

【事務局長】  資料４－１が違っていまして、何が違うかというと、写真が違ってい

ます。写真が、案内図でいきますと、■■■■を、■■さんという家があ

ると思うんですけれども、その道路側から南に向けて撮った写真で、要

は、違う田んぼを撮っています。 

【３番委員】  違ってはいないんだけど。東西に撮らなきゃいかんのを、南北に撮っ

ている。 

【事務局長】  上の案内図のほうは合っています。写真については資料が違っている

ということで、そのように承知していただければと。資料の奥のほうに映

っているんですけど。太枠で囲ってあるところは間違いということで、修

正した上で保存文書に加えたいと思います。申し訳ございませんでした。 

【３番委員】  あと１つ、これはきのうの話で言うと、一遍にやるとどうのこうのと

いう話があって、この場合、一番奥から埋めようとしていますね。そうす

ると、搬入路の場合。鉄板でも敷いて一番奥から埋めるということにする

のか。 

【事務局長】  はい。 

【３番委員】  本来なら一番手前から埋めていって、最後に南に到達、北から埋めて
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南に到達するんじゃないかと思うし、西から埋めるなら西からずっと埋め

て東に到達するという埋め方があろうかと思うんですけれども、この場合

は、いきなり一番南の端から埋めるということなんだね。 

【事務局長】  理由については確認していないです。 

【３番委員】  俺はそれは言ったんだけど。押すときに。 

【12番委員】  この件と同じく、盛土の関係なんですけれども、盛土の基準点という

ことで、１０センチ以下なら農業委員会に届出はないとか、何センチ以上

の基準点というのはあるんでしょうか。 

【主幹兼係長】  農地造成の要綱、要するに、本来ですと、これは転用になるんです

けれども、転用しなくても盛土について要綱に定めてやりますという範囲

なんですが、広さとしますと1,000平米以下で、高さについては１メート

ル以下ということになっています。掘るのもそうです。だから、あまり深

く掘るとかということも駄目ということになっております。基準点は、高

さにつきましては周りの道路の高さから30センチ以内ということになって

おります。 

【12番委員】  じゃ、道路から制限高以内だったら、届出もなく、別に構わず。 

【主幹兼係長】  制限高以内の高さまでであれば基本的にはできると。ただ、その中

でも、今回、３０度の法面というふうになっておりますけれども、畑なん

かにした場合に、土が周りの水路だとか、隣のお宅の面積に侵入しないよ

うに、場合によっては鋼板をつけるとか、柵をつけるとか、そういったこ

とも隣地との話合いの中であることもあります。 

【12番委員】  仮の質問ですけれども、１メートル５０やるんだったら何回かに分け

てやればいいということなんだね。仮の話なんですが。 

【事務局長】  このように面積を分けてやるということはよくあるんですけれども、

重ねてやるという事例はあまり聞いたことがないので、多分、面積を小分

けしてやるよりも、高さを小分けしてやるほうが、土の手配の関係上、大

変になってくるので、私はあまり例は聞いたことがないです。それが要綱

に基づく届出の関係でいいのか悪いのかというのは、今までそういう事例

もなかったもので、特にはっきり申し上げられないんですけれども。 

【主幹兼係長】  補足になりますけれども、制限以上とかの深い深さまで行くとかと
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いうふうになりますと、そうなりますと、市の要綱ではなくて、県のほう

の取決めに従ってやらないといけないような許可に入ってきます。深い

と、以前に、黒土を売ってなんていう話がありまして、そうすると、そう

いうものなんじゃないかと疑われるようなおそれがあり、県からあそこを

調査してくださいみたいなことがあったりしますので、深さはあまり深い

ところまで掘ると、それなりの許可とか、取っていないものについては通

報ということもなきにしもあらずでございます。 

【12番委員】  分かりました。 

【議  長】  ほかに質疑のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、了承とさせていただきたいと思いますが、ご異議

ございませんでしょうか。 

       （「異議なし」の声あり） 

【議  長】  異議なしと認めます。よって、了承といたします。 

 次に、議案書３２ページ、（２）農地の一時使用についてを案件といた

します。 

 受付番号８から１０は同じ工事ですので、事務局から一括して説明をお

願いいたします。 

【主幹兼係長】  県が実施する公共工事に伴う資材置場や工事ヤード等のための農地

の一時使用につきましては、所有者、使用者、事業者の３者から連名で申

請をしてもらうことにより、農地転用許可不要案件として処理をしており

ます。農業委員会では、農地を使用することがやむを得ないものであるか

どうか、周辺農地の営農条件に支障を生じるおそれがないかなどを確認い

たします。原則としては農業委員会での確認後から現地を使用していただ

くようにしております。 

 受付番号８番、９番、１０番を説明します。資料５－１に案内図と写

真、５－２に公図があります。 

 申請地は、河原口字■■■■■■■■、現況地目、田、登記簿地目、

田、■■■平米、ほか■筆です。土地所有者は、上郷■■■■■、■■■

■、ほか■名、土地の使用者は、横浜市神奈川区金港町■■■■、株式会
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社■■■■■■■、執行役員支店長■■■■、事業主は、海老名市勝瀬１

７５番地の１、海老名市長内野優、工事名は、（仮称）上郷河原口線道路

新設工事（アプローチ部）、目的は、残土置場、資材置場、作業ヤードと

して、期間は、令和５年２月１日から令和５年１２月３１日までです。本

日、委員の皆様に了承していただきましたら、申請を受理いたしまして、

当事者へ受理した旨の通知を発送します。 

【議  長】  地区委員の意見を一括して伺います。15番委員。 

【15番委員】  先月ですか、業者のほうから連絡をいただきまして、期間の延長とい

うことで説明を受けました。所有者は同じですので、了承を得ているとい

うことで、特に問題ないかと思いまして、了承いたしました。 

【議  長】  それでは、受付番号８から１０について、質疑のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、一括して了承とさせていただきたいと思います

が、ご異議ございませんでしょうか。 

       （「異議なし」の声あり） 

【議  長】  異議なしと認めます。よって、了承といたします。 

 続きまして、受付番号１１について、事務局から説明をお願いいたしま

す。 

【主幹兼係長】  受付番号１１、資料６－１に案内図と写真、６－２に公図がありま

す。申請地は、大谷字■■■■■■■■、現況地目、畑、登記簿地目、

田、■■■平米です。土地所有者は、河原口■■■■■■■■、■■■

■、土地の使用者は、横浜市中区南仲通■■■■■■■、株式会社■■

■、代表取締役■■■■、事業主は、海老名市勝瀬１７５番地の１、海老

名市長内野優、工事名は、海老名市中学校給食調理施設建設工事（建

築）、目的は、資材揚重機設置及び駐車場として、期間は、令和５年１月

１７日から令和６年１月３１日までです。本日、委員の皆様に了承してい

ただきましたら、申請を受理いたしまして、当事者へ受理した旨の通知を

発送いたします。 

【議  長】  それでは、地区委員の意見をお伺いいたします。７番委員。 

【７番委員】  先日、海老名市の教育部の方から説明を受けました。現地は現況は畑
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ということで、きちんと管理されているところで、北側に田んぼがあるの

ですけれども、かなり段差があって、影響が少ないと。実際、鉄板を敷い

て重機の機械が入るということで、復旧工事等の誓約書も契約されている

ということで、問題ないと思います。 

【議  長】  それでは、受付番号１１について、質疑のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、了承とさせていただきたいと思いますが、ご異議

ございませんでしょうか。 

       （「異議なし」の声あり） 

【議  長】  異議なしと認めます。よって、了承といたします。 

 次に、議案書３３ページ、（３）農地法第３条の３第１項の規定による

届出についてを案件といたします。 

 ３３ページの受付番号７から３５ページの受付番号１０まで、事務局か

ら一括して説明をお願いいたします。 

【主幹兼係長】  相続などの農地法の許可を要しない農地の権利取得につきまして、

権利を取得した者は、農業委員会にその旨を届け出なければならないこと

となっております。農業委員会としましては、耕作者のあっせん希望があ

った場合のみ、現地調査をいたします。 

 それでは、議案書の３３ページをご覧ください。受付番号７、権利を取

得した者は、横須賀市平作■■■■■■■、■■■■、権利を取得した日

は、令和４年４月２３日、権利を取得した事由は、相続、取得した権利

は、所有権、農業委員会によるあっせん等の希望は、なしとなっておりま

す。届出に係わる土地の所在ですが、中河内字■■■■■■■、現況地

目、畑、登記簿地目、畑、■■■平米、■筆、議案書のとおりでございま

す。 

 続きまして、受付番号８、権利を取得した者は、国分南■■■■■■■

■■、■■■■、権利を取得した日は、令和４年３月２日、権利を取得し

た事由は、相続、取得した権利は、所有権、農業委員会によるあっせん等

の希望は、なしとなっております。届出に係わる土地の所在ですが、中央

■■■■■■■、現況地目、雑種地、登記簿地目、田、■■■平米、ほか
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■■筆、議案書のとおりでございます。 

 続きまして、受付番号９、権利を取得した者は、国分南■■■■■■■

■■、■■■■、権利を取得した日は、令和４年８月１７日、権利を取得

した事由は、相続、取得した権利は、所有権、農業委員会によるあっせん

等の希望は、なしとなっております。届出に係わる土地の所在ですが、国

分南■■■■■■■■■、現況地目、畑、登記簿地目、田、■■平米、ほ

か■筆、議案書のとおりでございます。 

 続きまして、受付番号１０、権利を取得した者は、勝瀬■■■■、■■

■■■、ほか■名、権利を取得した日は、令和３年１月１７日、権利を取

得した事由は、相続、取得した権利は、所有権、農業委員会によるあっせ

ん等の希望は、なしとなっております。届出に係わる土地の所在地です

が、勝瀬字■■■■■■、現況地目、田、登記簿地目、田、■■■平米、

■筆、議案書のとおりでございます。 

【議  長】  それでは、一括して質疑をお受けいたします。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、一括して了承とさせていただきたいと思います

が、ご異議ございませんでしょうか。 

       （「異議なし」の声あり） 

【議  長】  異議なしと認めます。よって、一括して了承といたします。 

 次に、議案書３６ページ、（４）生産緑地の斡旋についてを案件といた

します。 

 ３６ページの生産緑地番号１７から４５ページの２２９まで、全１９件

について、事務局から一括して説明をお願いいたします。 

【主幹兼係長】  生産緑地の買取り申出に対して、市長は、買い取らない場合、当該

生産緑地において農林漁業に従事することを希望する者がこれを取得でき

るように斡旋することに努めなければならないとされておりまして、農業

委員会へ斡旋の協力依頼が来ております。全１９件について、一括してご

説明いたします。別紙というもので、生産緑地だけがまとまっている資料

がございます。そちらでございます。 

 生産緑地番号№１７についてです。所在地は、柏ケ谷字■■■■■■■
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■、現況地目、畑、登記簿地目、畑、■■平米、ほか■筆、議案書のとお

りでございます。案内図及び現地の写真につきましては、別紙をご覧くだ

さい。 

 以下、生産緑地№１９ほか１８件、議案書のとおりでございます。 

 本案の農地につきましては、令和４年１１月１４日付で、生産緑地法第

１０条に基づく買取りの申出がなされ、市の事業部局を含め、その活用に

ついて、海老名市公共用地取得調整委員会で検討した結果、市では買い取

らないということが決定されました。その後、市から農業委員会に対して

斡旋の協力依頼が来ているところでございますが、斡旋につきましては、

まず委員の皆様、また、周囲、地区の方に情報提供をしていただきまし

て、買取りの希望をされている方がいらっしゃいましたら、議案書にござ

いますとおり、令和５年２月２日の木曜日までに事務局へご連絡くださる

ようお願いいたします。その結果を２月３日、金曜日に、海老名市の都市

計画課へ事務局から報告させていただくことになります。 

【議  長】  それでは、一括して質疑をお受けいたします。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、斡旋がある場合は、期限までに申出をしていただ

きたいと思いますが、ご異議ございますでしょうか。 

       （「異議なし」の声あり） 

【議  長】  異議なしと認めます。よって、そのように決しました。 

 次に、議案書４６ページ、（５）農地転用届出による専決処分について

を案件といたします。 

 ４６ページ、農地法第４条の４件、４７ページの５条の２件について、

事務局から一括して説明をお願いいたします。 

【主幹兼係長】  農地を転用する場合、転用目的で権利を設定、移転する場合には、

原則として県知事の許可を受けなければならない旨、規定されています

が、市街化区域内の農地をあらかじめ農業委員会に届け出て転用する場合

には、許可を要しないこととなっております。それを定めているのが農地

法第４条第１項第８号と農地法第５条第１項第７号です。 

 議案書４６ページ、農地法第４条第１項第８号の規定による届出です。
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届出期間につきましては、令和４年１１月１日から１１月３０日までの間

に届出がされたものです。受付番号２８から３１の４件で、田、７００平

米、畑、3,541平米、合計、4,241平米です。 

 続きまして、議案書の４７ページ、農地法第５条第１項第７号の規定に

よる届出です。届出期間につきましては、令和４年１１月１日から１１月

３０日までの間に届出がされたものです。受付番号３６から３７までの２

件で、田、０平米、畑、661.70平米、合計、661.70平米です。これらにつ

きまして、専決処分で受理したことを一括して報告いたします。 

【議  長】  それでは、一括して質疑をお受けいたします。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、一括して了承とさせていただきたいと思います

が、ご異議ございませんでしょうか。 

       （「異議なし」の声あり） 

【議  長】  異議なしと認めます。よって、一括して了承といたします。 

 次に、７．その他について、委員の皆様から何かございますでしょう

か。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  事務局からは。 

【事務局長】  私のほうから、先月の定例総会でお話しした内容で訂正がございま

す。先月の定例総会の中で、19番委員から、農用地利用集積計画の貸し借

りについて、民法など、ほかの法令の定めにあるように、借り手のほうが

強いといろいろ心配が出てくるのではないかという質問がございました。

私のほうからのお答えとして、農業経営基盤強化促進法の農用地利用集積

計画貸し借りについては、民法その他の法令の特別法、上を行く扱いにな

っていて、例えば民法での貸し借りの期間の上限は１０年から２０年だけ

れども、農地法は４０年だか５０年というふうになっていると、農地法に

よる貸し借りは、借り手の下限面積要件があり、また、土地の引渡しの半

年以上前でないと更新の拒絶ができないんですけれども、基盤法でやれば

農用地利用集積計画では、終期の到来をもって貸し借りは自動的に終了す

る、貸し借りの途中でも、先ほどもご説明しましたけれども、合意時期を
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もって解約できるというような説明をさせていただきました。 

 この中で訂正したいのは、民法、農地法、基盤法のそれぞれ、何年を上

限として貸せるかという説明の部分です。民法と農地法の関係ですが、民

法で、いわゆる賃貸借の上限期間、２０年となっています。この規定の載

っている民法６０４条が改正されまして、令和２年４月１日以降は、賃貸

借については上限が２０年から５０年に変わりました。改正前は、私がお

話ししたように、上限２０年でしたけれども、今、改正されていまして、

５０年、農地法は、当時、１９条で５０年というふうに民法よりも上を行

く上限期間を設定していたんですけれども、民法が５０年で並んじゃいま

したので、農地法の１９条のほうは削除されました。賃貸借期限の上限に

ついては、現在のところ、農地法の優越はなくて、同じく５０年と同等で

す。 

 次に、農地法と農業経営基盤強化促進法の関係ですが、基盤法で４０年

だか５０年というふうになっているという説明をさせていただきました

が、基盤法での利用権の存続期間は実は市の基本構想の中で決められてお

りまして、その中では原則３年、最長１０年というふうになっておりま

す。 

 整理をいたしますと、現在、農地の賃貸借については、民法では、農地

法の定めが吸収された形で、現在は上限５０年、基盤法、すなわち農用地

利用集積計画では賃貸借、使用貸借を問わず、上限１０年が正しい説明で

ございました。おわびして訂正をさせていただきます。 

【議  長】 ただいまの説明について、質疑がございましたらお願いをいたします。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、本日の定例総会は終了とさせていただきます。 

 ２番委員から閉会のご挨拶をよろしくお願いいたします。 

【２番委員】  以上をもちまして閉会させていただきますけれども、本日も非常に案

件が多い中で、慎重審議いただきまして、円滑に進行することができまし

た。大変ありがとうございました。 

 以上をもちまして、令和４年第１２回定例総会を閉会とさせていただき

ます。ありがとうございました。            － 了 ― 


